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グループワーク発表内容（北ブロック）

【テーマ】

『総合型地域スポーツクラブ、スポーツ推進委員、スポーツ少年団が今後どのように協力し、地
域を盛り上げていけばよいか』

■Ａチーム

・スポ推のなり手がいない。後継者を見つけるのが大変。

・子どものスポーツ離れ、スポ少の人数減少。

・スポ推にスポ少の指導は難しい。

■Dチーム
・スポーツ人口を増やす。各団体が取り合うのではなく、人口を増やすために、ニュースポ－ツ
なども総合型クラブで取り入れる。

・三者を認め合うことが大切。

■Bチーム
・スポ少は保護者の負担が多い。

三者が目標を一つにする。その目標に向かってコーディネーターを必要として、コーディネー
ターがみんなをまとめて、一つの目標へ持っていくことが大事。

個々の目標が違うため、三者間のコミュニケーションがとれていない。

・総合型クラブの中に少年団が入っているところもある。

・日曜が学校で決めると難しい。

・持続可能な部活動の地域移行ができるかどうか分からない。

・総合型クラブは、運営メンバーが少なくなり、totoの補助金がなくなったこともあり、規模が
縮小傾向にある。

・部活動の地域移行により、中学生を会員にできればと考える。

・スポーツ保険に入るというギャップ、怪我の対応、子どもの連絡等地域に負担が出る。

三者がそれぞれの事を理解し合うところからスタートすればよい

■Cチーム

各団体の会員、指導者、運営メンバーなどが減少傾向にあり、活動が縮小している所が多々
ある。その状況で、地域で盛り上げるのは、部活動の地域移行が鍵になるのではないか。部
活動に入っている子どもたちが地域移行になり総合型クラブの会員になったり、教員が指導
者としてクラブの指導者になってくれれば、個々の団体が盛り上がっていくと思う。ただ、問題
は色々あるので、今進めようとしている人たちが抜けた後でも継続可能なものにしていかな
いといけない。

・三者の協力ができていない。

・市民、町民が何を求めているかしっかり把握することが重要。意見を把握した上で三者が
方向性を決め協力していく。特にスポ推は行政からの委嘱されているので、スポ推が中心と
なって市民・町民の意見を把握して、それをスポ少、クラブとコミュニケーションをとって共有、
連携を取っていく。
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■アドバイザー講評
　皆さんの話を聞かせていただいて、一番大事なのは情報収集とコミュニケーションです。まず大人がコ
ミュニケーションを見せないといけないかなと思います。
　あと行政の支援も大事です。行政の支援はお金ではなく、行政の名前を使うだけでいい時もあります。
行政が「こう考えているんだ」と言うことで、みんなも変わるので一番持っている力が大きいと思います。
さらに行政の中でも企画力が大事かなと思います。
　総合型クラブがなかなかうまくいかない、まとまりがないというような市町もクラブ訪問でたくさん見さ
せてい頂いていますが、他県ですが小さい街でもうまくいっているクラブがあります。スポ推、スポ少、体
育協会、自治会の体育部門を一つにしてうまく回している岡山県のきよねスポーツさんはとても上手だと
思うので、そういうクラブを参考にして、自分のところにどうやって取り入れて行けるかを考えて総合型の
運営をしていってもらいたいと思います。
　部活動の地域移行については、学校の先生の意識改革が今一番だと思います。地域が入りやすいよう
にしていただくのもすごく大事です。楠に関してはどんどん地域に目を向けてもらっていますが、実際モデ
ル校をしていて入りにくいと思うこともあります。他の地域に関してはまだまだかなと思います。どうしてい
こうとしているのか届かない先生方もみえて、逆に私に質問してくる先生も見えるので、そういったところ
で不透明な部分がいっぱいあって、なかなか進まないところもあるかなと思います。その辺りも教育委員
会が先生方にもっと発信していただきたいです。よろしくお願いします。

■Eチーム

三者は対象が異なるが、地域の活性化の担い手として重要な役割がある。地域のニーズを
把握することやスポーツを通じてまちづくりに関することがいかにして出来るか課題である

・指向（競技性やエンジョイ）や地域特性など多様な団体を取りまとまる困難さ

■Fチーム

・スポーツに対するお金を払う意識

・小中学校を卒業後もスポーツを続けることのできる継続性

・活動資金（実費、指導者報酬等）

・スポーツ活動、イベントに対する目的の明確化

・三者が協議会などを立ち上げる事で、お互い協力し合って住民のアンケートなどをとって内
容を分析するなど計画を作成するなどして解決していけばよい

・総合型クラブによる各団体の取りまとめ

・単発で終わらない、継続性のあるイベントの実施

・三者の目的、目標が若干違うので、最終的には同じ目的に向かって協力できれば良い。

・スポ少は小学校までなので、中学校からも競技を続けたい子どもたちは、総合型クラブで
リームを作ったりと継続できるようにしていけばよい


